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口 ーラ 乾燥機 一 I 式' 験 及び 検査 方法 B 6547-1991 

, (1997 確認） 

Roller dryer— Test and inspection methods 



1. 適用 範囲 この 規格 は， ロールの 長さ （1) 2 7 50 mm 以上 4850 mm 以下， 段 数 2 以上， 加熱 セクション （ 2 ) 3 以上の 単 
板 用 ローラ 乾燥機の， 構造， 呼び 寸法， 機能 試験， 運転 試験， 精度 検査 及び 工作 精度 検査 方法に ついて 規定す る。 
注 （1) 加熱 セクションの ロールの 長さ をい う。 

( 2 ) 加熱 セクションの 長さ は， 原則として 1600〜 2 600 mm とする。 
備考 1., この 規格の 引用 規格 を， 次に 示す。 

JIS B 6521 木材 加工 機械の 騒音 測定 方法 
2., この 規格の 中で { } を 付けて 示して ある 単位 は， 従来 単位に よる ものであって， 参考と して 併記した 
ものである。 



2. 構造 ローラ 乾燥機の 各部 分 は， 熱に よる 変形 を 考慮した うえで， それぞれ 十分な 剛性 を もち， 工作 精度に 悪影響 
を 及ぼさな いもので なければ ならない。 

3. 呼び 寸法 ローラ 乾燥機の 呼び 寸法 は， ロールの 長さ （mm) で 表し， 表]. による。 

表 1 呼び 寸法 

単位 mm 



呼び 寸法 


ロールの 長さ 




寸法 


許容 差 


2 750 


2 750 


±10 


3 050 


3 050 


±20 


3 350 


3 350 




3 650 


3 650 




3 950 


3 950 




4 250 


4250 


±30 


4 550 


4 550 




4 750 


4 750 




4 850 


4 850 





備考 ローラ 乾燥機の 呼び 方 は， 名 
称， 呼び 寸法， 段 数 及び 加熱 セ 
クシ ョ ン数 による。 

例 ローラ 乾燥機 4 550X4X9 



4. 機能 試験 方法 ローラ 乾燥機の 機能 試験 は， 表 2 による。 



2 



B 6547-1991 



表 2 機能 試験 



番号 


二— ね rp^v -r^ar 「i 

丄験項 目 


試験 力 法 


1 


ん yt— 、H~ ciM 


運転 試験の 刖 後に， 各 1 回 絶 緣状 乞 試験す る。 


2 


送 V 装置 


機 SB の 確実 さ， 卜 さ 及 ひ表不 の 正確さ と を 試験す る。 


3 


丄- 作物の 送 り 


機 の 確実 さ 及 ひ 円/骨 さ をさん 験す る。 


4 


、—仏 pFl -J-f 

送風-装 ti 


J.^ ムレ.， m AiH _5> J- fc^w ^4- 1 

機 の 円 il"^^ を 試験す る。 


c 
D 


刀 口?^ 茨 直 


ノヽ ノレ/， 卜フ ッノヶ とグ） 概目 匕の 傩夹 cv を iSi 驟 9 る。 


6 


保温 装置 


機能の 確実 さ 及び 熱風 漏れ を 試験す る。 


7 


吸気 一 排気 装置 


機能の 円滑 さ を 試験す る。 


8 


安全装置 


作業 者に 対する 安全 機能と 機械 防護 機能の 確実 さ と を 試験す る。 


9 


潤滑 装置 


機能の 円滑 さ と 確実 さと を 試験す る。 


.10 


附属 装置 


機能の 確実 さ を 試験す る。 



備考 その 機能 を もたない ローラ 乾燥機で は， 表 2 中の これに 該当する 試験 項目 を 省略す 
る。 



5. 運転 試験 方法 機内が 使用 温度 (り に 達した 後， 使用 送り 速度 ( 3 ) で 所要 電力 及び 騒音 を 測定し， 表 3 記録 様式 1 に规 
定 する 各項に ついて 記録す る と ともに， 異常 振動 を 感触に よって 観察す る。 
なお， 騒音の 測定 は， JIS B 6521 による。 
注 ( 3 ) 使用 温度 及び 使用 送 り 速度 は， 受渡 当事者 間の 協議に よ つ て 決定す る。 



表 3 記録 様式 1 



番号 


測定 
時刻 

時分 


使用 

滅/又 

"c 


使用 
送り 
速度 

rn/s 


送風機 


加熱 装置 


所要 電力 


騒音 
A 特性 

dB 


-I-, fun 

。(： 


記事 


加熱 


冷却 


蒸気 


その他 


排気 
孔開 
度 


加熱 セ 
クシ ョ 
ン 温度 


電圧 

V 


電流 A 


入力 

kW 


風 量 
mm 


風圧 
Pa 

1 mm 

I Aq , 


軸受 

温/ ス 


風 量 

m 'ゾ 
inin 


風圧 
Pa 
mm ] 

Aq J 


軸受 
ミま 


圧力 

MPa 

[kgf/| 
1 cm2 J 


使用 
量 
kg/ 
h 


燃料 
名 


使用 
里 


搬送 
装置 


加熱 

送風 
m 


冷却 
送風 
機 


左 


右 





















































注 ひ） 加熱 セクション 温度の 測定 位置 は， ロールの 端 面から 約 300 mm 内側と する。 
備考 騒音 測定 条件に ついては， 記事 欄に 記録す る。 



6. 精度 検査 方法 ローラ 乾燥機の 精度 検査 は， 表 4 による。 
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表 4 精度 検査 



単位 



番号 



検査 項目 



測定 方法 



測定 方法 図 



許容 値 



ロー ノレの: さ の 
相互 差 



各 ロールに 鋼製 卷尺を 平行に 当てて， 口 
ールの 長さ を 測定し， 読みの 最大 差 を 測 
定値 とする。 



長さ 



-3- 



各 段の 下 ロール 任意の 6 本 以上の 下 口 一 ル 上に 直 定規 を 
の 平面 度 送り 方向に 当てて， ロールと 直 定規との 

すきま をす きま ゲージに よつ て 測定す る- 
この 測定 は， 各 下 ロールの 両端 付近で 行 
レ、， その 最大値 を 測定値と する。 



2.0 







リレ ロール 隣接す る ロール 軸 両端の 間隔 を ノギスで 
軸の 平 間 測定し， 読みの 差の 最大値 を 測定値と す 

行 度 る （5)。 




ま 



ミ主ひ） この 測定 は， ロール 軸 を 送り 方向に 寄せて 行う。 

備考 最大 差と は， 指定され た 測定 方法に よって 得た 最大値と 最小値との 差 をい う。 

7.. 工作 精度 検査 方法 ローラ 乾燥機の 工作 精度 検査 は， 表 5 による。 



-ルの 振れ 両端 を 図の よつ に 支持した ロールに テス 
ト インジケータ を 当てて， ロール を 手動 
回転 させ， 回転 中の テスト インジ ケ一ダ 
の 読み の 最大 差 を 測定値 とする。 
この場合， 少なくとも ロールの 中央 及び 

両端の 3 か 所で 測定す る。 



ロールの 長さ 

3 350 3 350 
以下 を 超え 
る もの 

1.0 1.5 



セ クシ 任意の セ クシ ョ ンの 中央 ィ寸 近と 隣り のセ 
'間 クシ ョ ンの 中央 付近の ロール 軸の 間隔 及 
び 対角 長さ を 鋼製 卷 尺で 測定 し， それ ぞ 
れの 読みの 差 を 測定値 とする ひ） 。 



ロール 軸の 間隔 
について 
3 

対角 長さに つ 
いて 

5 




4 



MX 




4 

B 6547-1991 



表 5 工作 精度 検査 



番号 


検査 項目 


測定 方法 


許容 値 


1 


仕上がり 含水 

碑 5 のばらつ き 


単 板 （り を 各 段 （ 7 ) の 中央 及び 両端の 各位 置に 置いて それぞれ 10 枚 以上 乾燥 し， 2 時間 放置 後に 
単 板の 対角 線 上の 中央 及び兩 端の 3 点の 含水 率 を 測定し， そ の 総 平均値に 対す る 各位 置 ご と の 
平均値の 最大と 最小との 差の 比で 表す。 


0.25 


2 


割れ 


品質 中位の 単 板 ひ） を 各 段 ひ） 10 枚 以上 乾燥 し， 乾燥 前 と 乾燥 後の 割れの 総長 さの 比で 表す。 


1.5 



注 （ 6 ) 試験 単 板 は， 同一 樹 種で 類似 条件の 約 1X2 m の 表 板と し， 割れの 検査で は 補強し ない ものと する。 

(7) 3 段 以上の ローラ 乾燥機で は， 上下 段 及び 中央部の 1 段と する。 
備考 試験 単 板 は， 正常な 稼動 状態に おいて 挿入す る。 
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JIS B 6547 1991 
ローラ 乾燥機 一 試験 及び 検査 方法 解説 

この 解説 は， 本体に 規定した 事柄 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 

し 改正の 経緯 今回の 改正 は， 平成 2 年 6 月 1 日の 第 399 回 日本 工業 標準 調査 会 標準 会議に おける 国際 単位 系 （SI) 導入 
の 方針の 決定 をう け 従来 単位 を 参考と し， JIS Z 83()1( 規格 票の 様式） の 改正に 伴う 形式的な 改正 を 行う ものである。 

11. 昭和 61 年 2 月の 改正の 経緯 この 規格 は， 昭和 41 年に 制定され， 昭和 50 年 I 2 月 1 日に 改正され ている。 その後 10 年 
を 経てお り,， 技術 進歩， 性能の 向上な どに 合った 規格と する 必要が ある。 

このような ことから， 昭和 59 年度に 社団法人 全国 木工 機械工業 会が 工業技術 院 から 工業 標準 改正 原案 調査 作成の 委 
託 を 受け， 各 委員会で 数回 審議 を 重ね， 工業 標準 改正 原案 を 工業技術 院へ 提出した。 その後， 日本 工業 標準 調 查会ェ 
作 機械 部会の 審議 を 経て 改正に 至った ものである。 

IH. 主な 改正 点 

"ローラ 乾燥機の 試験 及び 検査 方法" の 作成に ついて 当初 計画で は 従来の 規格 を 大幅に 改正し， ローラ 乾燥機 及び 
バン ド 乾燥機の ほか， 近時 開発 実用化され ている ウイ ケッ ト ド ライヤに ついても これ を 包含して， "単 板 乾燥機の 試験 
及び 検查 方法" として 取りまとめる ことと した 力 《 ， メ一 力 委員から ウイ ケッ ト ド ライヤに 関して は その 定義 もま だ 明 
確で はなく ， その 規格化 は 時期尚早との 意見が 出された ため， その 追加 は 見送られる こ ととな つた。 

なお， 口一 ラ 乾燥機と バン ド 乾燥機の 規格 統合に ついて 審議 を 行った 結果， 現時点での 統合 は 困難との 結論に よつ 
て 別 規格と した。 

I. 適用 範囲 単位に ついては， 国際 単位 系 （SI) を 括弧の 外に 出し， 従来 単位 を 括弧で 示し， 測定器な どの 関係から 
両方 規格と した。 

3. 呼び 寸法 新たに 呼び 寸法 4 750 mm の もの を 追加した。 

6. 精度 検査 方法 ロール 軸の 平行 度で， 許容 値 を 口一 ル 軸の 間隔と 対辺 長さに ついて 区分 を 設けた。 

IV. 改正 原案 作成 委員会 構成員 名簿 （順 不同， 敬称 略） 

氏名 所属 



(委員長: 



林 




大九郎 


東京 農業 大学 農学部 


田 


辺 


俊 


彦 


通商産業省 機械 情報産業 局 


山 


崎 


刁ズ 


重 


工業技術 院 標準 部 


木 


下 


敍 


幸 


林野庁 農 林業試験場 


问 


橋 




久 


本 合板 組合 連合会 




月 


善 


治 


野 田 合板 株式会社 資材 部 


佐 


藤 


孟 


志 


西北べ ニヤ 工業 株式会社 


桜 


井 




昭 


開 成 産業 株式会社 


谷 


尻 


正 




株式会社 中国 機械 製作所 


大 


友 


静 


正 


株式会社 ゥロ コ 製作所 



解 1 
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解 2. 



お s 規格 粟の 正ぎ i 粟が 発行され た 場合 は， 下記の 要領で ご 案内いた します。 

( 1 ) 当 会 発行の 月刊 S ノ樣準 化 ジャーナル" に， 正 ■ の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 毎 火 Stf ョに， "日 经產紫 新聞" 及び" 日刊 ェ H 新！ IfT の J は |£ 行の 広告欄で， 正 狭 票が 
発行され た JIS 規格 If 卜 を 及 び 規格 名 をお 知 ら せい た し ま す。 

正 狭 累をご 希望の 方 は， 下ら; 己 （普及） へ ご 連 f さ 頂ければ ご 送付いた します。 

なお， 当 » 会のお S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正^ 栗が 発行され た 場合 は 自動的に 
お送り 欲します。 
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